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であり、 CT 検査では造影剤による副作用があること、 MRI 検査では術後やステントなど体内に金属がある場合検査
不可能などの欠点がある。そこで左室心筋重量を 99mTc-Tetrofosmin 心電図同期心筋 SPECT による左室自動辺縁抽
出 (QGS) を利用した左室心筋重量係数 (LeftVentricular Mass Index : LVMI g/m2 ) 算出ソフトウェアを用い心電
図同期 SPECT を用いて測定の正当性を心臓超音波検査法と比較しその有効性を検討した。
【方法}
対象は 179 人の患者。コントロール群 74 例、拡張型心筋症 10 例、肥大型心筋症 10 例、運動負荷心筋 SPECT で
虚血性変化を認めた虚血群 39 例、安静時心筋 SPECT 像で欠損を認めた陳旧性心筋梗塞 26 例、高血圧心疾患 20 例
の 6 群に分類された。心電図同期 SPECT と心臓超音波検査を 1 ヶ月以内に施行した。心臓超音波検査では M モード
にて Devereux らの方法を用いて左室心筋重量を測定した。安静時心電図同期 SPECT 検査では 99mTc-Tetrofosmin
を 740MBq 静注 1 時間後に撮像をした。 QGS により心内膜面及び心外膜面に固まれた領域の体積を左室心筋体積と
し、これに心筋比重(1.05 g/cm3) を掛け合わせることにより L刊日を算出した。このソフトウェアの妥当性を検計
するため、無作為抽出した 35 例を対象に SPECT 解析の再現性および心周期での測定値を検討した。さらに集積の




全例における心電図同期 SPECT 検査と心臓超音波検査で、の左室心筋重量は良好の相関を示した (r=0.96、 P<
0.001) 。本検査の検者内、検者間の再現性は良好で、あった(各 r=0.99、 r=0.98 ともに Pく 0.001) 。また収縮末期
と拡張末期での左室心筋重量は、ほぼ一致しており (r=0.99 、 Pく 0.001) 、心周期での影響はみられなかった。し
かしながら、陳旧性心筋梗塞の患者では、心電図同期 SPECT 法による心筋重量は、心臓超音波法による心筋重量に
比し有意に低く (P<O.OOl) 、安静時心筋 SPECT 像での欠損の程度が高度な程、より過小評価していた。
【考察}
これまでの 201Tl や 99mTc-MIBI (hexakis 2-methoxyisobutyl isonitrile) による動物実験や動的ファントムや虚血
性心疾患での臨床報告がなされているが、今回の研究では、心電図同期である事、関値法よりも辺縁抽出法を用いて
いる事、心周期で左室心筋重量値に差のない事、虚血性心疾患だけでなく、色々な疾患を対象にしているなどの特徴










であると考えられる。辺縁抽出法を用いた 99mTc-Tetrofosmin 心電図同期 SPECT (QGS) が臨床応用されるように
なり、心筋血流と同時に心機能の評価が可能となったが、これまで、この方法を用いた左室心筋重量の測定の報告が
ない。





いて QGS による心筋重量指数は心臓超音波検査に比し低く、特に安静時心筋 SPECT 像での欠損の程度が高度なほ
ど、心臓超音波検査の左室心筋重量より過小評価する傾向が限界として認められた。
本研究から QGS により心筋血流や心機能の評価と同時に、左室心筋重量の測定が可能であることが判明した。さ
らに自動解析のため簡便で再現性が良好であり、さらに関値法でなく辺縁抽出法を用いることにより精度が良好であ
る。今後、心疾患の診断・治療指針の確立・経過を追跡する上で有効な情報源になると確信される今研究報告は、学
位の授与に値すると考えられる。
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